
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

○スモールステップの学習カードを活
用することで、運動が苦手な児童も、
安心して楽しく運動遊びに取り組むこ
とができた。
○友達のよい動きを見付けたり、真似
をしたりすることを称賛することで、
技能が高まった。
○友達と協力したり、話し合ったりで
きる活動を多く取り入れることができ
た。

〇体を動かすことを楽しく感じている児童が多く、意欲的に
学習する児童が多い。
〇運動によって苦手意識のある児童もいる。
〇学習カードを活用し、よい動きをや動きのポイント・コツ
などを共有し、意欲を高めながら学習を深めることができ
た。
〇固定遊具施設が少なく、多様な運動感覚を身に付けさせる
ことが厳しい。

◎友達同士で見合う時間も設け、一緒によい動きを考えながら学習を深める。
その際にタブレットで撮影するなど、ＩＣＴの活用もしていく。
〇今後も学習カードを活用し、児童が見通しをもって取り組むことができるよ
うにするとともに、振り返りをしたときに達成感を得られるようにする。
〇運動に苦手意識のある児童も楽しむことができるように、活動をスモールス
テップで設定し、個別指導もしていく。

第２学年

〇友達のよい動きを見付けたり、考え
たりしたことを伝える時間を設けてよ
い動きの共有をしたことで動きが広
がっていった。タブレットなどＩＣＴ
を活用するのが低学年は難しかった。
〇運動の日常化につながるような運動
遊びを準備運動のなかで帯で入れたこ
とで休み時間も運動する姿が見られ
た。
◎学習カードを活用して、運動遊びを
振り返りながら、思考力、判断力、表
現力を見取る項目を作ったことで、全
体で共有することが明確になり、思考
面を深めることができた。
〇運動が苦手な児童へ、声掛けを増や
したことで運動が苦手な児童も楽しく
運動することができた。

〇体育の授業に対して意欲的に取り組む児童が多い。
〇運動能力の偏りがある。
〇学習カードに記入する際に、具体的な記入方法を明確にす
ることができなかったため、めあてに対する振り返りができ
なかった。
〇ＩＣＴを活用し、動画を見せることによって動きのイメー
ジをもたせることができた。
〇児童がICTを活用する授業展開ができなかったため、活用す
る方法を考える必要がある。

〇各単元の苦手な児童に対しての配慮として、掲示物を充実させたり、タブ
レットなどＩＣＴを活用したりする。
〇準備運動の際に、主運動につながるような動きを取り入れて、次の動きのイ
メージを膨らませられるようにする。
◎学習カードの記入の際に、具体的な記入方法を明確化し、よりよい振り返り
ができるようにする。
〇運動が苦手な児童への個別指導を必ずしていき、運動好きな児童を増やして
いく。
〇児童のＩＣＴの活用を充実させる為に、友達に動きを撮ってもらうなど活用
していく。

第３学年

〇運動の日常化につながるような運動
遊びを準備運動のなかで帯で入れたこ
とで、運動に関して、苦手意識のある
児童も楽しく運動に取り組むことがで
きた。
〇ＩＣＴを活用し、お互いに良い動き
を写真や動画に撮り、共有すること
で、友達の動きのよいところやまねし
たいところを見付け、自分の動きに生
かそうとする姿が見られた。

〇運動に関して意欲的に取り組んでいる児童が多い。
〇運動能力に偏りがある。
〇友達にアドバイスをして、協力して行おうとする児童が多
い。
〇単元によっては学習に意欲的に取り組むことができない児
童がいる。
〇チームで話し合いを行う活動機会が少ないため、作戦など
を考える時間が足りなかったり、話し合いが進まなかったり
することが多い。
〇ＩＣＴを活用した授業展開ができなかったため、活用方法
を考えて取り組む必要がある。

◎ＩＣＴを活用し、お互いに良い動きを写真や動画に撮り、共有することで運
動技能を高める。
〇主運動につながる補助運動を毎回の授業で行い、運動を楽しく行えるように
工夫する。
〇学習カードを活用し、活動内容や運動の工夫、得た技能など考えたことを記
録して、友達との意見の交換・共有などをし、思考力、判断力、表現力を身に
付けるために役立てていく。
〇チームで話し合う時間を設定し、話し合い活動の際には、話し合いのポイン
トを明確にし、学びを深められるようにする。

第4学年

◎学習カードを活用して、運動遊びを
振り返りながら、思考力、判断力、表
現力が身に付くような項目を作った
り、全体で共有できるような時間を授
業の中で入れたりしたことで、運動に
意欲的に取り組む児童が増えた。
〇話し合いの時間を増やしたり、ＩＣ
Ｔを活用したりしたことで、いつでも
お互いの動きを確認できた。また、お
互いの動きを見て高め合うことができ
た。

〇運動に関しては意欲的に取り組んでいる児童が多い。
〇準備・片付けなど流れを理解できていれば、素早く行動に
移すことができる。
〇技能のポイントを意識して活動できる児童が多いが、実際
に体を動かすことができている児童は半数程度である。
〇お互いの動きを見て高めあう様子は半数程度みられる。

〇引き続き、準備から片付けまでの流れを説明し、自主的に動くことができる
ように指導していく。また、素早くできたら十分に価値付けていく。
〇引き続き、学習カードを用いて技能のポイントを伝えて、児童が意識しなが
ら学習に取り組めるようにする。
〇技能が習得できるようにスモールステップで指導を行っていく。
◎お互いの動きを見て高めあう力を育成するために、話し合いの時間を増やし
たり、ＩＣＴを活用したりいつでもお互いの動きを確認できるようにしてい
く。

第5学年

〇運動が苦手な児童への個別指導をし
たいくことで、運動好きな児童が増え
た。
〇ＩＣＴを活用し、動きの動画を見せ
たり、タブレットを活用し、自分の動
きをフィードバックしたりすることで
技能ポイントについて、自分の目標を
設定することができた。

○１学期は運動会や体力テストが中心となり、体育的な学習
活動が少なかった。その中でもタブレットを活用し、模範の
動きを確認しながら動きを高めることができた。
○児童同士で動画を撮り、自分たちの動きを振り返ることが
できた。振り返った動きをもとに自分の目標を工夫できた。
○動画撮影の技能に差があり、ポイントとなる動きの改善に
つながらないことがあった。
○毎時間振り返りを共有し、技能ポイントについて気付き、
動きの改善を図ることができた。

○タブレットを活用し、自分の動きをフィードバックすることで技能ポイント
について自分の目標を設定しながらできた。
○動画の撮影する際にどこを撮ると自分の動きの改善につながるか考えながら
撮影できるようにする必要がある。
◎学習カードを毎時間記入させ、共有することで、単元を通じて自分の振り返
りが並ぶだけでなく、友達の考えと比較しながら自分の課題や成果に気付くこ
とができた。

第6学年

○学習カードを工夫することで、振り
返りの際にめあてやチームの課題に対
しての考えをもてた。
○毎時間の始めに前時の振り返りをす
ることで、つながりのある学習にする
ことができた。
〇ＩＣＴを活用し、友達の良い動きや
モデルとなる動きを見たり、自分の動
きを動画に撮ったりすることで、自分
自身の動きを客観的に捉えることで体
力向上につながった。

〇準備・片付け・整列など、基本的な授業の流れを理解し、
素早く行動できる児童が多い。
〇運動に対しては概ね意欲的に取り組んでいる。
〇単元や本時のめあてを理解し、その達成に向けて努力する
姿が見られる。
〇お互いに気付いたことを伝え合い、技能を高め合う様子が
見られるが、全児童の半数程度である。

〇引き続き準備・片付け、集合・整列について指導し、できたことを十分に価
値付けていく。
◎チーム内での話し合いの時間を確保し、学び合いを習慣付けしていく。
〇単元や授業の初めに目指す姿を明確に示し、個人のめあてを立てた状態で活
動に取り組ませる。また、授業後の振り返りも十分に行い次時の活動へ生かす
習慣を身に付けさせる。
〇学習カードを有効に活用し、思考を表現する場を設ける。○学習カードを工
夫し、振り返りの際にめあてやチームの課題に対しての考えをもてるようにす
る。
〇ＩＣＴを活用し、友達の良い動きやモデルとなる動きを見たり、自分の動き
を動画にとったりすることで運動技能を高める。
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